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　気候変動下において我々が直面する「水」に関する複雑で様々な課
題に対して適切な対策を講じていくためには、過去から現在に至るま
での、地上から地下までを含めた流域水循環系の現象理解や実態把
握に向けた取り組みがとりわけ重要となる。流域モデリングは、陸域
における様々な物質やエネルギーの一体的な輸送過程を捉えようとす
るアプローチであり、気象条件や土地・水利用等の様々な自然・人工
環境の変化が流域内の物質・エネルギー挙動にどのような影響を及ぼ
すかの定量評価を与えることができるため、これらの取り組みに貢献
する強力な武器となる。
　本研究は、首都圏流域圏をターゲットとし、流域水循環に関わる膨
大なデータに基づいて、その全域及び詳細流域（神田川流域、鶴見川
流域）を対象としたモデリングを試み、これからの暮らしを支える新た
な技術となることを目指した研究を行ってきた。本シンポジウムでは、
首都圏流域圏の水循環系の可視化・定量化や、将来における異なる政
策シナリオ導入時の対策効果予測などの本研究で生み出された成果
を報告する。
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　水循環は降水や蒸発散、浸透、流出等の自然系の要素と人間の水
利用に伴う表流水の取水・導水や地下水揚水、下水排水等の人工系の
要素により構成されている。水の大循環に伴う熱や物質の移動・循環
等を評価する視点として、土地被覆の改変に伴う雨水浸透量・蒸発散・
地表面温度の変化や大気・水域に放出される人工排熱の変化による気
温や表層水温の変化、他流域からの導水による水収支や水質の変化、
地下水利用・規制等による地下水位・地下水位分布の変化など、人為
的な変化による自然系及び人工系の要素に対する影響の把握があげら
れる。
　本プロジェクトでは、都市化の進展と人為的な水利用環境の形成が
顕著な関東域を対象に、これまでの都市化に伴う変化や郊外等で人口
減少が予測されている将来人口の変化に伴う人為的な変化に着目し、
水大循環シミュレーションによりこれらの影響を定量的に把握するた
め、1975 年、2005 年、2050 年の 3 時期について水大循環モデル
に入力する地表面被覆や人工排熱、水利用等のシミュレーションデー
タ整備に取り組んできた。

入力データの整備に際しては、時期や地域により種類や精度等の異な
る基礎データを適切に組み合わせて活用し、評価対象の時空間スケー
ルに対応した様々なデータを推計する技術や広大な領域における効率
的なデータ処理能力等が総合的に求められる。本シンポジウムでは、
これらのデータ整備方法について紹介する。
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人為的な水環境変化による影響をとらえる
－ シミュレーションデータの整備（1975年～2050年）－


